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主要ＩＸ「以外」で交換されるトラヒックのう
ち、国外ＩＳＰとのプライベート・ピアリング、
トランジット、海外ＩＸにおけるパブリック・
ピアリングにより交換されるトラヒック
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（DSL、ＦＴＴＨ）
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ダイヤルアップ、専用線契約者、
データセンター

協力ISP6社

１．集計したトラヒック*の種類

国内主要ＩＸ「以外」で交換されるトラヒックの
うち、国内ＩＳＰとのプライベート・ピアリング、
トランジット、他の国内ＩＸにおけるパブリック・
ピアリングにより交換されるトラヒック

国内主要ＩＸのトラヒックCのう
ち、協力ＩＳＰ6社のB1の占め

る割合（シェア）は？

もとめたシェアを元に、トラヒッ
ク量A1から、ブロードバンド契
約者の総トラヒック量を試算。

（**）NSPIXP、JPIX及び

JPNAP（IX：インターネットエ
クスチェンジ）

Ｂ１Ｂ１ 国内主要国内主要IXIXで国内で国内

ＩＳＰと交換されるトラヒックＩＳＰと交換されるトラヒック

Ｂ２Ｂ２ 国内主要ＩＸ以外で国内ＩＳＰ国内主要ＩＸ以外で国内ＩＳＰ
と交換されるトラヒックと交換されるトラヒック

Ｂ３Ｂ３ 国外ＩＳＰと交換される国外ＩＳＰと交換される
トラヒックトラヒック

Ａ２Ａ２ その他の契約者その他の契約者
（ダイヤルアップ、専用線、（ダイヤルアップ、専用線、
データセンター）のトラヒックデータセンター）のトラヒック

Ａ１Ａ１ ブロードバンドブロードバンド
（ＤＳＬ，ＦＴＴＨ）契約（ＤＳＬ，ＦＴＴＨ）契約
者のトラヒック者のトラヒック

（*）１日の平均トラヒックの月平均
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C 国内主要ＩＸ**
におけるトラヒック

A 契約者別トラヒック

B ＩＳＰ間で交換されるトラヒック
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２．契約者別トラヒックの集計

○ ブロードバンド契約者のダウンロードトラヒックは、ほぼ同じ割合で増加。
○ 「トラヒックのピーク」は、２１時及び２３時頃にあり、そのピークは年々より明確になってきている。

○ ブロードバンド契約者のダウンロードトラヒックは、ほぼ同じ割合で増加。
○ 「トラヒックのピーク」は、２１時及び２３時頃にあり、そのピークは年々より明確になってきている。

１．ブロードバンド契約者〔〔A1A1〕〕のトラヒックは堅調
に増加を続け、2007年11月のダウンロードトラ
ヒックの月間平均は約340Gbpsとなり、3年で約
2.6倍に達した。

２．ブロードバンド契約者 〔〔A1A1〕〕のダウンロード
（（OutOut））と、アップロード（（InIn））の比率は33年で約年で約1.1.22
倍倍 ((約約1.11.1→→約約1.4)1.4)と広がり続けており、ダウン

ロード型での利用が引き続き主流となっていると
考えられる。

３．2007年11月のブロードバンド契約者〔〔A1A1〕〕の時

間帯別トラヒック（ダウンロード）のピークは、こ
れまでと同様、21時及び23時頃に分布。同時に

平日と休日での日中のインターネット利用実態
の差が一層顕著になった。

４．底値は計測を実施した2004年11月からの3年
で約2倍（約100Gbps→約200Gbps）に、ピーク
値は約2.8倍（約180Gbps→約500Gbps）となっ
た。以上から、底値とピークの比は3年で約1.4
倍（約1.8→約2.5）となり、ピーク時間帯におけ

るトラヒックの伸びが顕著であることが明らかに
なった。

(Gbps) 契約者別のトラヒック（月間平均）の推移

ブロードバンド契約者の時間帯別トラヒック(ダウンロード)の変化

(bps)
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３．ＩＳＰ間で交換されるトラヒックの集計

ＩＳＰ間で交換されるトラヒックの推移

＜Inトラヒック＞ ＜Outトラヒック＞(Gbps) (Gbps)

１．国外ISPから協力ISPに流入するトラヒック〔B3,IB3,Inn〕の急増傾向が2006年11月より続いており、2006年5月
からの11年半で約年半で約22倍倍と大幅な伸びとなった。この結果、国外ISPから協力ISPに流入するトラヒックが、協力
ISPが国内ISPと直接交換（国内主要IX以外での交換）するトラヒック〔B2,IB2,Inn〕を上回った。。

２．2007年5月集計時と比べ、協力ISPが国内ISPと直接交換するトラヒック〔BB22,In/Out,In/Out〕の伸びは鈍化し、協
力ISPが国内主要IXで国内ISPと交換するトラヒック〔〔B1,In/OutB1,In/Out〕〕は、再び増加傾向が強まった。結果、
2007年5月からの半年でB1B1とB2B2の比はInで約1.6→約1.4、Outで約1.5→約1.4と縮まった。

○ 国外ＩＳＰからの流入トラヒック（In）が急増を続け１年半で約２倍となり、国内主要ＩＸ以外で交換するトラヒッ

クを上回った。
○ 国内主要ＩＸで交換するトラヒック（In/Out）は、再び増加傾向が強まった。

○ 国外ＩＳＰからの流入トラヒック（In）が急増を続け１年半で約２倍となり、国内主要ＩＸ以外で交換するトラヒッ

クを上回った。
○ 国内主要ＩＸで交換するトラヒック（In/Out）は、再び増加傾向が強まった。

〔〔BB１１〕〕

国内主要ＩＸで国内ＩＳＰと交換さ
れるトラヒック
〔〔BB２２〕〕

国内主要ＩＸ以外で国内ＩＳＰと交
換されるトラヒック
〔〔BB３３〕〕

国外ＩＳＰと交換されるトラヒック
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（参考）国内主要ＩＸにおけるトラヒックの集計

(Gbps)

１日の平均トラヒックの月平均１日の平均トラヒックの月平均〔〔ＣＣ〕〕
((トラヒック総量の試算に利用）トラヒック総量の試算に利用）

１日のピークトラヒックの月平均１日のピークトラヒックの月平均

※ IX (Internet eXchange)：インターネット接続事業者間を相互接続する相互接続点

・JPIX   Japan Internet eXchange
（日本インターネットエクスチェンジ株式会社が運営するIX）

・JPNAP   Japan Network Access Point 
（インターネットマルチフィード株式会社が運営するIX）

・NSPIXP  Network Service Provider Internet eXchange Point
（WIDE Projectが運営するIX）

（参考）国内主要ＩＸ（ＪＰＩＸ、ＪＰＮＡＰ、ＮＳＰＩＸＰ）で交換されるトラヒックの推移

※ 2007年6月の集計値についてはデータに欠落があったため除外



5

MIC

323.6133.041.1%33.080.32004年11月

468.0194.241.5%48.1 115.92005年11月

199.4 
150.1 

〔〔ＣＣ〕〕
国内主要IXで交換され
るトラヒック＜＜１日の平均１日の平均

トラヒックの月平均トラヒックの月平均＞＞

339.8 
264.2

〔〔A1A1〕〕
ブロードバンド契約者
（DSL、FTTH）のダウン
ロードトラヒック＜6社＞

41.8%
41.5%

協力ISP6社の
シェア

（Ｂ１÷Ｃより計
算）

636.6 62.3 2006年11月

812.9 83.4 2007年11月

わが国のブロードバンド
契約者（DSL、FTTH）

のトラヒック総量（試算）

〔〔Ｂ１Ｂ１〕〕
協力ISP6社から国内

主要IXに入るトラヒック
（Out）＜6社＞

４．我が国のブロードバンド契約者のトラヒック総量の試算

１．国内主要ＩＸで交換されるトラヒック〔〔CC〕〕のうち、協力ISP6社のトラヒック〔〔B1B1〕〕が占める割合は、41.8％。こ

れを、わが国のブロードバンド契約者数における協力ISP6社のシェアと仮定する。

２．協力ISP6社のシェアと、協力ISP6社のブロードバンド契約者（DSL、FTTH）のトラヒック〔〔A1A1〕〕から、我が
国のブロードバンド契約者のダウンロードトラヒック総量を試算した結果、平均で約800Gbpsのトラヒックが

インターネット上に流通していると推定された。

339.8Gbps÷41.8％＝ 812.9Gbps

３． 2004年11月から2007年11月までの推定値と比較して、3年で約2.5倍の伸びとなった。

ブロードバンド契約者（ＤＳＬ、ＦＴＴＨ）のトラヒック総量の試算

○ 国内主要IXで交換されるトラヒックのうち、協力ISP6社が占める割合は、41.8％（一年前からほぼ横ばい）。
○ 上記割合を国内でのシェアとみなし試算した、わが国のブロードバンド契約者のダウンロードトラヒック総

量は、約800Gbpsと試算され、同規模のトラヒックがインターネット上に流通していると推定。

○ 国内主要IXで交換されるトラヒックのうち、協力ISP6社が占める割合は、41.8％（一年前からほぼ横ばい）。
○ 上記割合を国内でのシェアとみなし試算した、わが国のブロードバンド契約者のダウンロードトラヒック総

量は、約800Gbpsと試算され、同規模のトラヒックがインターネット上に流通していると推定。
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５．（まとめ）我が国のインターネットトラヒック*の推移

(Gbps)

協力協力ISP6ISP6社の国内主要社の国内主要IXIXでで
交換されるトラヒック交換されるトラヒック〔〔B1,OutB1,Out〕〕

（参考）国内主要（参考）国内主要IXIXで交換で交換
されるトラヒックピーク値されるトラヒックピーク値**

国内主要国内主要IXIXで交換されるで交換される

平均平均トラヒックトラヒック〔〔CC〕〕**

協力協力ISP6ISP6社のブロードバンド社のブロードバンド
契約者のトラヒック契約者のトラヒック〔〔A1A1,Out,Out〕〕

わが国のブロードバ
ンド契約者のダウン
ロードトラヒック総量

（推定値）

○ 我が国のインターネットを流通するトラヒックの規模は800Gbps相当となり、3年で約2.5倍の伸び。○ 我が国のインターネットを流通するトラヒックの規模は800Gbps相当となり、3年で約2.5倍の伸び。

* １日の平均トラヒックの月平均

わが国のインターネットトラヒックの推移（平均）

** 2007年6月の国内主要IXで交換

されるトラヒックの集計値について
はデータに欠落があったため除外


